予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：高等学校費　目：教育振興費　
	事業名: 産業教育振興設備充実費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　 　 教育委員会  学校支援課　産業教育係　電話番号：058-272-1111（内 3699）

　　　　　　  E-mail： c17782@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：114,800千円（前年度予算額：78,660千円）

	要求内容


	１　要求の内容


岐阜県の産業界の次代を担う人材を育成するために必要な専門高校の実験・実習のための備品(特別装置※)を整備します。

(※)特別装置

産業教育のための実験・実習に必要な装置のうち、施設と一体で使用される
 10,000千円以上の装置のこと(国庫補助対象事業)
	２　所要経費


　事業費　114,800千円

	決定額の考え方


過去の実績を勘案し所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	78,660
	26,220
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	52,440

	要求額
	114,800
	38,264
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	76,536

	決定額
	104,000
	34,666
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	69,334


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県内の産業教育関連学科(※)で学ぶ高校生に、実社会で活躍するために必要な専門的な知識や技術･技能を身に付けさせるために使用する生徒実習用設備を整備します。これにより、岐阜県の今後を担う産業界で活躍できる人材を育成します。

· 高等学校の専門学科(工業科、商業科、農業科、生活産業科、情報科、総合学科)


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	整備･更新を実施した装置数
	0装置
（H22末）
	6装置
(H23末）
	－
（ - ）
	13装置
 (H25.1）
	57装置
(H29末）
	22.8％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容
　平成24年度に整備した設備(生徒用の実習装置)
No

学校名

設備(装置)の名称

　　　　　  用途等
1

土岐紅陵高校

電子計算組織

・文書処理、表計算、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ﾃﾞｻﾞｲﾝ、動画編集、Webﾍﾟｰｼﾞ制作、ﾈｯﾄﾜｰｸ構築、CAD(設計製図)等の実習を行う生徒用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教室
2

海津明誠高校

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ実習装置

3

岐阜工業高校

電子計算組織

4

多治見工業高校

電子計算機一式

5

加茂農林高校

造園設計実習装置

6
大垣養老高校

微生物ﾊﾞｲｵ実習装置

・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ関連の実験実習を行うために必要な機器一式を設置した実習室
7
岐阜各務野高校

調理実習装置

・生徒が食育関係の実習を行うために必

要な調理関連機器一式を設置した実習室

 




（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

【岐阜県の今後を担う産業界で活躍できる人材を育成】

整備された設備(生徒用の実習装置)を活用した生徒実習を各校で実施することによって、これまでよりも高度な「専門知識・技術・技能」を、生徒に身に付けさせることができている。

【岐阜県長期構想 及び 岐阜県教育ビジョンの実現】
岐阜県長期構想「地域社会人育成プロジェクト」(知識･技能の活用力を育成し、個性と能力を伸ばす取組を進める中で、将来の夢や目標のもてる子どもを育成)や、岐阜県教育ビジョン「重点目標：産業教育の充実」に大きく貢献している。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	岐阜県の今後を担う産業界で活躍できる人材を、今後も継続的に育成していくために、事業の継続が必要である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	生徒が高校在学中に「若年者ものづくり競技大会」「農業クラブ全国大会」等の各県の代表選手が集まる全国大会で日本一となるなど、生徒に専門的な知識や技術･技能が確実に身に付いている状況である。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　各備品(実習装置)の整備に当たっては、教育委員会と学校が連携を密にして、低廉な経費で最大限の教育効果を上げられる装置(生徒実習用の機器)を選定するなど、経費削減に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
特記事項なし



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　次世代を担う生徒を育成するために、これまで計画的に整備・更新を進めてきた。今後も計画に基づいた整備・更新を進めることが必要である。



